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1｡ 本篇 は西尾実・岩 淵悦太郎 ・水谷 静夫氏編「岩波国 語辞典　 第二版」(1976
さかさ

年７月20 日第２版第７刷）に収載されてい る全語彙（見出項目と追込項目と） を逆
っづり
綴 にし たものの五十 音順索 引であ る。

2. 配 列に際し，拍を 単位 とすべく考え たが，主として拗音，及び外来語音に

みられるヴ ォ・ ティ・ ファ等 の扱 いを考えて， すべて文字を単位 とした。従

って， 語尾 が「… ショ」と なる語 は「ヨシ…」 の位置に見 出すこととなる。

3. 従 って，正確には，尾字 による索 引であ るが，尾字がほぼ尾音を示してい

ると見 て「尾 音索引」 と称 した。

4. 外来 語に限 って 「－」（長音符） が用い られているが， これはすべて「 ン」

の次に配した。

5. 同一 の綴字 の場合 は，底 本の順 にした。

6.　右列に は， 底本 【　 】内の漢字 部分のみを示 した。 二種類以上の漢字が宛

て られている場合は最初 のものを掲げ た。 但し， 底本で漢字 の宛てられてい

ない ものは適宜編者が（　）内 に漢字 その他の注記を施した。 また， 仮名の

部分を省いたため不自然になるものがあるが，ときに，仮名部分を

した（例，おしあいへしあい　押合一 合）。

で示

なお，底本には，一見出語が二項目以上に分けられていて，それぞれに別

の漢字が宛てられているものがあるが，本篇では，すべて第一番目の漢字を

採用した。

7. 底本にみられる種種の符号・記号は一切省略した。但し，一字漢字には，

＜　＞を付し，文語は↑印を付した（但し，底本で一見出語中の第二項以下

のものに文語の印のある場合には↑をつけない）。

8. 漢字の字体は底本を尊重するをむねとしたが，印刷事情により，通行字体

に従ったものがある。その他すべて底本に忠実たらんとしたが，誤り，見落

しもあろうと思う。御批正を乞う。

9. 語末辞書のこと，及び本篇協力者についてはあとがきを御覧願いたい。

以上



の協力がなかったら，本舎の完成はまだずっと先のことになっていただろう。

有馬かおる　　　伊左次まなみ　　 石原　史子　　　市川　孝子

井上　秀代　　　上田加代子　　　上地みどり　　　 春日　咲 子

倉田　育子　　　小山　恵子　　　近藤美智子　　　佐野　 裕子

佐橋　美典　　　篠木　純子　　　島　　充代　　　鈴木　敬子

鈴木　淳子　　　鈴木　好子　　　高井　直子　　　高須貴美子

竹内　朋子　　　竹内　春美　　　竹林千賀子　　　田島　淳子

田中　文江　　　 千頭和ひとみ　　 土屋美登里　　　堂地　芳美

永井　幸子　　　中111　貴代　　　 中野恵理子　　 中吋　広 子

中吋由理子　　　 西山　 祥子　　　日東　智子　　　野田　好美

服部　恭子　　　林　のり子　　　尾藤ひとみ　　　福田ともよ

福谷　京子　　　前田あさみ　　　松原三津子　　　松吋由美子

吋松美保子　　　山口　訓代　　　山田　順子　　　山田三千代

若菜あや子

最後に，本舎の出版に際しては笠間書院の池田猛雄氏に種々お世話になった。

心より御礼申し上げたい。　　　　　　　 昭和52 年９月

丹　　 羽　　一　　 彌

（校正を終って）

本篇は底本たる「岩波国語辞典第二版」にできるだけ忠実たらんとした。校正

中，しばしぱわれわれの普通に考えている語形と異なるものがあった。底本にあた

り直すと，その普通と思う語形も「…ともいう」という形で示されていることが

多かった。それを一項として立てるのも一つの行き方であるが，今回はそれはみ

おくった。その点,ヽ 不審を招きかねないので一言お断りする。

また，複合語等で，同一部分を表わすのに別の漢字が宛てられていることがか

な｡?）目Ｋ:ついた。それは底本編者の意のあるところもあると考えられる。しかし，

それ以外に，実は二種類以上の漢字表記が示されている場合に，本篇で，その第

一のもののみを掲げたことがその原因になっていることもかなりあるので，特に

ことわっておきたい。

そのほか，（　）内注記にも，品詞名等を記したものは，底本に二つ以上あるも

のも一つしか書いてない。

以上のごとき点，校正中に強く感じ，もし再版，改訂ということを考えること

がある場合には充分考慮すべきものであるが，今回はむしろ底本の姿を忠実に伝

えること（とはいえ，ミスのあることは避けがたいが）に最重点を置いた。一言

申し添える。

（田　島　毓　堂　識 ）
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